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VOICE
アルバイトタイムス　 第 2 四 半 期 累 計 株 主 通 信

アルバイトタイムスの声をお届けします!

垣内社長が語る

事業基盤の強化、そして、
新たな成長に向けて。

Feature
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代表取締役社長

垣
内
社
長
が
語
る

事
業
基
盤
の
強
化
、そ
し
て
、

新
た
な
成
長
に
向
け
て
。

Feature



1

0

200

400

600

800

–60

–30

0

30

60

2Q1Q4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

当
第
２
四
半
期
連
結
累
計
期
間
に
お

け
る
わ
が
国
経
済
は
、２
０
１
１
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
る
電
力
供
給
の
制
約
及
び
原

子
力
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、今
後

の
景
気
に
対
す
る
不
透
明
感
が
高
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、デ
フ
レ
の
影
響
や
海

外
経
済
の
回
復
に
は
鈍
化
傾
向
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、景
気
が
下
振
れ
す
る

リ
ス
ク
が
存
在
し
て
い
ま
す
。雇
用
情

勢
に
つ
い
て
は
、東
日
本
大
震
災
の
影

響
か
ら
持
ち
直
し
の
動
き
に
足
踏
み
が

見
ら
れ
た
も
の
の
、緩
や
か
な
が
ら
回

復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に

株
主
・
投
資
家
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
格
別
の
ご
支
援
及
び
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
２
年
２
月
期
第
２
四
半
期
連
結
累
計
期
間
の
事
業
概
況
の
ご
報
告
に
先
立
ち
、こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、一
日
も
早
い
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
雇
用
情
勢
を
背
景
に
、

大
幅
な
増
益
を
達
成

全国の求人広告件数の推移
（正社員系及び非正社員系の合計、求人情報誌のみ）
（千件） （%）

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
当
社

グ
ル
ー
プ
で
は
、成
長
の
た
め
の
強
固

な
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、「
展
開
地
域

で
の
競
争
力
強
化
」「
新
規
事
業
の
基
盤

確
立
」「
そ
の
他
新
規
事
業
の
立
ち
上

げ
」に
２
０
１
２
年
２
月
期
の
基
本
戦

略
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
結

果
、戦
略
地
域
で
あ
る
静
岡
県
に
お
い

て
予
想
よ
り
早
く
求
人
需
要
が
回
復
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、売
上
高
は
前
年

同
四
半
期
比
21
・
７
%
増
の
17
億
５
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。売
上
原
価
は
行

政
案
件
の
受
託
に
よ
る
短
期
雇
用
の
発

生
か
ら
労
務
費
が
増
加
し
、
同
11
・
３

%
増
の
６
億
６
千
７
百
万
円
、販
売
費

及
び
一
般
管
理
費
は
、流
通
費
な
ど
の

減
少
に
よ
り
、
同
６
・
１
%
減
の
８
億

■ 求人広告件数（左軸）　■ 前年同期比増減（右軸）

出所：（社）全国求人情報協会資料より当社作成

2010年2月期 2011年2月期 2012年2月期
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り
、四
半
期
純
利
益
は
１
億
５
千
１
百

万
円（
前
年
同
四
半
期
は
１
億
２
百
万

円
の
損
失
）と
大
幅
な
増
益
と
な
り
ま

し
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
別（
※
）に
見
る
と
、当

社
グ
ル
ー
プ
の
主
力
商
品
で
あ
る
、求

人
情
報
誌『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ（
ド
ー
モ
）』の

発
行
及
び
求
人
情
報
サ
イ
ト『
Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ（
ド
ー
モ　

ネ
ッ
ト
）』の

運
営
・
販
売
、
ま
た
そ
の
他
に
、
主
力

商
品
で
築
い
た
顧
客
に
対
す
る
Ｓ
Ｐ
広

告
の
販
売
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
情
報

提
供
事
業
で
は
、地
域
に
密
着
し
た
展

開
を
積
極
的
に
推
進
し
た
こ
と
に
よ

り
、
売
上
高
は
12
億
４
千
３
百
万
円
、

セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は
４
億
４
千
４
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
リ
ン
ク
が

行
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
取
次
な
ど

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
販
促
支
援
事
業
で

は
、中
京
・
関
西
地
域
に
お
い
て
新
規

案
件
の
獲
得
が
順
調
に
進
捗
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、売
上
高
は
３
億
２
千
５

百
万
円
、セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は
４
千
２

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
グ
ル
ー
プ
の
資
産
で
あ
る
、顧

客
・
流
通
網
・
読
者
・
ユ
ー
ザ
ー
の
活

用
を
前
提
と
し
た
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ

ス
を
構
築
す
る
こ
と
で
、よ
り
強
固
な

経
営
基
盤
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
そ
の

他
事
業
で
は
、静
岡
県
か
ら
緊
急
雇
用

創
出
事
業
に
関
す
る
案
件
を
受
託
す
る

な
ど
、
行
政
と
連
携
を
強
化
し
、
求
人

広
告
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
材
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
し

た
。
ま
た
、前
連
結
会
計
年
度
に
開
始

し
た
食
の
プ
ロ
に
よ
る
食
生
活
応
援
モ

バ
イ
ル
サ
イ
ト『
食し

ょ
くら

い
ふ
ナ
ビ
』は
、

順
調
に
会
員
数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、売
上
高
は
１
億
４
千
７
百

万
円
、セ
グ
メ
ン
ト
損
失
は
３
千
８
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

※
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、２
０
１
２
年
２
月
期

よ
り「
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
等
の
開
示
に
関
す

る
会
計
基
準
」及
び「
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
等

の
開
示
に
関
す
る
会
計
基
準
の
適
用
指
針
」

を
適
用
し
て
い
ま
す
。セ
グ
メ
ン
ト
別
の
業

績
に
つ
い
て
は
、前
年
同
期
と
は
適
用
さ
れ

る
会
計
基
準
が
異
な
る
た
め
、前
年
同
期
と

の
比
較
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

決算ハイライト （百万円） 2011
（第2四半期累計）

2011
（通期）

2012
（第2四半期累計）

売上高 1,400 3,006 1,705

　情報提供事業 – – 1,243

　販促支援事業 – – 325

　その他事業 – – 147

　調整額 – – △11

経常損益 △103 64 190

四半期（当期）純損益 △102 150 151

営業活動によるキャッシュ・フロー 100 415 301

５
千
２
百
万
円
と
な
り
、営
業
利
益
は

１
億
８
千
５
百
万
円 

（
前
年
同
四
半
期

は
１
億
６
百
万
円
の
損
失
）、
経
常
利

益
は
１
億
９
千
万
円（
前
年
同
四
半
期

は
１
億
３
百
万
円
の
損
失
）と
大
幅
な

増
益
を
達
成
し
ま
し
た
。四
半
期
純
利

益
に
つ
い
て
は
、基
幹
シ
ス
テ
ム
の
リ

プ
レ
イ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
特
別

損
失
を
計
上
し
た
も
の
の
、繰
延
税
金

資
産
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
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具
体
的
に
は
、静
岡
県
に
お
い
て
ア
ル

バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
層
か
ら
正
社
員
層
ま

で
拡
大
し
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
し
た
。前
期
よ
り
実
施
し
て
い

る「
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ア（
旧
名
称
：
正
社
員

向
け
合
同
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
）」も
十
分

認
知
さ
れ
、県
内
で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
イ
ベ
ン
ト
に
ま
で
育
っ
て
き
ま
し

た
。ま
た
、『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
』で
は
、

２
０
１
１
年
６
月
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

２
０
１
２
年
2
月
期
の
基
本
戦
略
の
進
捗

「
展
開
地
域
で
の
競
争
力
の
強
化
」の

進
捗
に
つ
い
て
は
、戦
略
地
域
で
あ
る

静
岡
県
に
お
い
て
強
固
な
事
業
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
、『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』『
Ｄ
Ｏ

Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
』の
提
供
で
培
っ
た
顧

客
・
流
通
網
・
読
者
・
ユ
ー
ザ
ー
と

い
っ
た
資
産
を
有
効
活
用
し
、既
存
顧

客
向
け
に
従
来
の
求
人
広
告
以
外
の
商

品
を
提
供
す
る
な
ど
、地
域
に
密
着
し

た
展
開
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

展
開
地
域
で
の
競
争
力
の
強
化

求
人
情
報
展
開
地
域
で
の
競
争
力
の
強
化
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

即
し
た
新
た
な
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
の
試
金
石
を
打
つ
。

版
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

正
社
員
層
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

た
め
、７
月
に
は
正
社
員
版
を
リ
リ
ー

ス
し
ま
し
た
。

飲
食
店
向
け
に
は
、新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
当
期
よ
り
自
社
商
品『
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ（
ハ
ン
ジ
ョ
ー
モ
）』を
開
発

し
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

複数の企業が参加し、正社員向
けにそれぞれの企業の情報を
提供するサービスです。

顧客の再来店・固定化を促進す
る携帯販促システムです。
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「
新
規
事
業
の
基
盤
確
立
」の
進
捗
に

つ
い
て
は
、静
岡
県
内
企
業
と
求
職
者

と
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
改
善
す
る

た
め
、静
岡
県
内
及
び
首
都
圏
地
域
で

の
事
業
資
産
を
活
か
し
、行
政
や
大
学

そ
の
他
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ

当
社
が
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、事
業
間
で
の
連
携
を
強
化
し

新
し
い
事
業
を
早
期
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。各
事
業
部
が
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、新
し
い
事
業
を
模
索
・
展
開
し
て
い
く
。

新
規
事
業
の
基
盤
確
立

事
業
基
盤
の
確
立
に
向
け
、効
果
的
に
事
業
を
運
営
。既
存
事
業
と

の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
よ
り
強
固
な
ブ
ラ
ン
ド
を
育
成
す
る
。

と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、求
人

広
告
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
材
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
ま

し
た
。前
期
よ
り
開
始
し
て
い
る
食
生

活
応
援
サ
イ
ト『
食し

ょ
くら

い
ふ
ナ
ビ
』は
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
会

員
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、投

資
回
収
に
は
い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い

「
そ
の
他
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
」

に
つ
い
て
は
、当
期
よ
り
静
岡
県
か
ら

２
つ
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
受
託

し
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
１
つ
目
の

「
求
人
開
拓
等
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事

業
」で
は
、
静
岡
県
内
の
成
長
企
業
と

状
況
で
す
。
今
後
は
、会
員
に
対
す
る

課
金
と
い
う
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
モ
デ
ル
に
加
え

て
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
モ
デ
ル
の
展
開
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
で
、早
期
に
投
資
を
回
収

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

首
都
圏
や
静
岡
県
な
ど
の
新
卒
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

求
職
者
な
ど
へ
の
就
職
支
援
と
、人
材

不
足
な
ど
に
悩
む
県
内
中
小
企
業
の

人
材
確
保
を
目
的
と
し
て
お
り
、県
内

及
び
首
都
圏
地
域
で
の
事
業
資
産
を

食生活に関わる様々な主婦の悩み
に対して、食の専門家が、家族の
状態や体調などに合わせて適切
な情報を提供するサービスです。
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当
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
環
境
は
、緩

や
か
な
が
ら
も
採
用
意
欲
は
回
復
傾
向

に
あ
る
一
方
で
、海
外
景
気
の
下
振
れ

懸
念
、
急
激
な
円
高
の
影
響
な
ど
、
景

気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、雇
用
情
勢
の
本
格
的

な
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
は
、人
材
サ
ー

ビ
ス
関
連
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
や

価
格
・
サ
ー
ビ
ス
競
争
が
熾
烈
化
す
る

中
に
お
い
て
は
、当
社
グ
ル
ー
プ
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
差
別
化
し
、
求
職

者
・
顧
客
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
必
要

２
０
１
２
年
2
月
期
の
見
通
し

活
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０

１
１
年
７
月
に
は
秋
葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｘ
に

て
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施
、８
月
に

は
企
業
の
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
県
内

３
地
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

２
つ
目
の「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
養
成
事
業
」で
は
、
失
業
者
及
び

新
卒
者
な
ど
の
就
労
支
援
を
行
う
専

門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

静
岡
県
内
に
お
い
て
不
足
し
て
い
る

こ
と
や
、就
労
し
た
い
、若
し
く
は
就

労
し
て
も
不
安
・
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
改
善
す
る
こ

と
が
就
職
率
向
上
に
貢
献
す
る
と
考

え
、静
岡
県
に
提
案
し
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
実
施
内
容
は
、特
に
静
岡
県
内
の

求
人
市
場
に
関
し
て
の
現
状
理
解
と
、

そ
の
具
体
的
対
策
に
つ
い
て
十
分
な

情
報
提
供
が
で
き
、企
業
や
学
校
な
ど

に
お
い
て
採
用
活
動
が
円
滑
に
行
え

る
よ
う
に
助
言
や
相
談
を
行
う
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
、当
社
が
研

修
生
の
雇
用
主
と
な
っ
て
６
ヵ
月
間

を
１
期
間
と
し
て
２
期
32
名
を
養
成

し
て
い
き
ま
す
。

連結営業利益
（百万円）

連結売上高
（百万円）

通期業績の見通し

–2,100

0
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200

300
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1,000

2,000

3,000

4,000

2010年
2月期

2011年
2月期

2012年
2月期（予想）

2010年
2月期

2011年
2月期

2012年
2月期（予想）

前期比

245.3%増加

前期比

16.5%増加
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に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、引
き
続
き
２
０

１
２
年
２
月
期
の
基
本
戦
略
を
推
進

し
、
事
業
基
盤
を
強
化
し
て
、
新
た
な

成
長
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

当
社
グ
ル
ー
プ
は
中
長
期
的
な
企
業

の
競
争
力
の
強
化
と
成
長
力
の
維
持
を

可
能
と
す
る
投
資
を
最
優
先
事
項
と
捉

え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、内
部
留
保

金
な
ら
び
に
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、新
規
事
業
向
け

を
中
心
と
し
た
投
資
に
充
当
し
、
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
さ
ら
な
る
成
長
を

図
り
ま
す
。一
方
で
株
主
の
皆
さ
ま
に

対
し
て
は
、連
結
当
期
純
利
益
の
30
％

を
目
途
に
配
当
を
行
う
方
針
で
あ
り
、

２
０
１
２
年
２
月
期
の
配
当
に
つ
い
て

は
１
株
当
た
り
２
円
の
期
末
配
当
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、当
第
２
四

半
期
を
終
え
て
業
績
も
順
調
に
推
移
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、将
来
の
経
営
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
機
動
的
な
資
本
政

株
主
還
元
に
つ
い
て

策
の
遂
行
を
可
能
と
す
る
た
め
、ま
た
、

株
主
の
皆
さ
ま
へ
の
利
益
還
元
を
図
る

た
め
、自
己
株
式
の
取
得
を
10
月
13
日

か
ら
12
月
８
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。

当
社
は
今
後
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、グ
ル
ー
プ
の
経
営
資
源
を
最
大
限

活
用
し
、収
益
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。株
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
。２
０
１
２
年
２
月
期
の
連
結
業
績

予
想
に
つ
い
て
は
、売
上
高
が
前
年
同

期
比
16
・
５
％
増
の
35
億
３
百
万
円
、

営
業
利
益
が
同
２
４
５
・
３
％
増
の
２

億
４
百
万
円
、
経
常
利
益
が
同
２
１

６
・
４
％
増
の
２
億
５
百
万
円
、
当
期

純
利
益
が
同
24
・
２
%
増
の
１
億
８
千

６
百
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
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『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
』の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
』

は
、求
職
者（
ユ
ー
ザ
ー
）に
対
し
て
無

料
で
求
人
情
報
を
提
供
し
、求
人
企
業

（
顧
客
）か
ら
の
広
告
掲
載
料
を
収
入
と

し
て
い
ま
す
。
求
人
情
報
媒
体
は
、

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
応
募（
媒
体
効
果
）

が
顧
客
に
と
っ
て
明
確
な
た
め
、費
用

対
効
果
が
分
か
り
や
す
い
媒
体
と
い
え

ま
す
。
そ
の
た
め『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』『
Ｄ
Ｏ

Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
』は「
ユ
ー
ザ
ー
満
足
の

向
上
」「
ユ
ー
ザ
ー
数
の
拡
大
」に
注
力

し
、媒
体
効
果
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

顧
客
満
足
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

収
入
源
は
広
告
主（
求
人
企
業
）か
ら
の
広
告
掲
載
料
。

読
者（
ユ
ー
ザ
ー
）が
媒
体
価
値
を
決
定
づ
け
る
。

「
ユ
ー
ザ
ー
満
足
」を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
掲
載
す
る
求
人
情
報
の
量
・

質
・
鮮
度
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
安
全
性

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
当
社
で
は
、独

自
の
ル
ー
ル
で
あ
る「
求
人
広
告
掲
載

規
定
」に
基
づ
い
た
審
査
を
行
い
、
労

働
基
準
法
か
ら
当
社
独
自
ル
ー
ル
ま
で

必
要
十
分
に
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
確
認

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
読
者
相
談

室
」を
開
設
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
苦
情
や
相

談
を
受
付
け
、対
処
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ユ
ー
ザ
ー
数
の
拡
大
」に
つ
い
て

は
、い
か
に
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
を
安
定

的
に
確
保
で
き
て
い
る
か
が
重
要
と
な

り
ま
す
。当
社
で
は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
読

者
が
多
く
集
ま
る
店
舗
な
ど
へ
の
設
置

を
図
る
と
と
も
に
、『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』と

『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
』の
連
動
に
よ
り
、

無
料
誌
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
も
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
仕
事
を
探

せ
応
募
で
き
る
媒
体
と
し
て
、
ユ
ー

ザ
ー
数
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

『DOMO』

静岡東部・中部・西
部版（静岡県内）、
名古屋版（名古屋
市内及びその周辺）
で発行の無料求人
情報誌。

『DOMO NET』

求人情報サイト。
2011年6月より、
スマートフォン向け
に最適化したサイト
をオープン。7月に
は、正社員版をリ
リース。

豊富な求人情報

ユーザー満足
ユーザー増加
（求職者）

反応
（応募）

顧客満足
（求人企業）

継続顧客化
新規顧客増加

column

スマートフォン向け正社員向け
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連結財務諸表

四半期連結損益計算書 （単位：百万円）

当第2四半期
累計

2012年2月期

前第2四半期
累計

2011年2月期
前年同期比

売上高 1,705 1,400 304
売上原価 667 599 67
　印刷費 201 201 △0
　労務費 120 55 65
　減価償却費 64 68 △3
　その他 280 274 6
売上総利益 1,038 801 236
販売費及び一般管理費 852 908 △55
　人件費 500 504 △3
　広告宣伝費及び販売促進費 59 36 23
　流通費 44 106 △62
　減価償却費 36 46 △9
　その他 210 214 △3
営業損益 185 △106 292
営業外収益 5 6 △0
営業外費用 0 2 △1
経常損益 190 △103 293
特別損失 80 3 77
税金等調整前四半期純損益 109 △106 216
　法人税、住民税及び事業税 10 1 8
　法人税等調整額 △52 △1 △51
　法人税等還付税額 – △4 4
四半期純損益 151 △102 254

1株当たり四半期純損益 4.50円 △3.05円

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

当第2四半期
累計

2012年2月期

前第2四半期
累計

2011年2月期
前年同期比

営業活動によるキャッシュ・フロー 301 100 201
投資活動によるキャッシュ・フロー △31 △67 36
　フリー・キャッシュ・フロー 270 32 237
財務活動によるキャッシュ・フロー △0 △0 0
現金及び現金同等物の増減額 270 32 237
現金及び現金同等物の期首残高 1,695 1,331 –
現金及び現金同等物の四半期末残高 1,965 1,364 –

四半期連結貸借対照表 （単位：百万円）

当第2四半期
2011年8月末

前期末
2011年2月末 前期末比

資産の部
　流動資産 2,553 2,259 294
　　現金及び預金 1,965 1,695 270

　　受取手形及び売掛金 398 406 △7

　　その他 193 162 31

　　貸倒引当金 △5 △5 0

　固定資産 886 1,020 △134
　　有形固定資産 671 726 △54

　　　建物及び構築物 188 234 △45

　　　土地 444 444 –

　　　その他 38 47 △8

　　無形固定資産 143 232 △88

　　　ソフトウエア 133 221 △88

　　　その他 10 10 △0

　　投資その他の資産 71 62 9

　　　敷金及び保証金 48 54 △5

　　　その他 25 12 12

　　　貸倒引当金 △2 △5 2

　資産合計 3,440 3,280 160

負債の部
　流動負債 372 363 8
　　未払金 224 214 9

　　賞与引当金 72 49 22

　　その他 75 99 △23

　負債合計 372 363 8

純資産の部
　株主資本 3,067 2,916 151
　　資本金 455 455 –

　　資本剰余金 540 540 –

　　利益剰余金 2,071 1,919 151

　　自己株式 △0 △0 –

　純資産合計 3,067 2,916 151
　負債純資産合計 3,440 3,280 160
　1株当たり純資産 91.20円 86.70円
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株式状況 （2011年8月31日現在）

大株主 （上位10名）

株主名 持株数（株） 議決権比率

満井義政 12,427,400 36.94%

財団法人満井就職支援奨学財団 1,300,000 3.86%

水元公仁 700,000 2.08%

大阪証券金融株式会社 469,000 1.39%

株式会社静岡銀行 432,000 1.28%

アルバイトタイムス従業員持株会 261,500 0.77%

静岡キャピタル株式会社 252,000 0.74%

株式会社SBI証券 225,500 0.67%

株式会社ジャーナルネット 216,200 0.64%

株式会社アドバンススタッフ 212,600 0.63%

会社概要 （2011年8月31日現在）

会社名
株式会社アルバイトタイムス

本社
東京都千代田区神田須田町1-24
アイセ神田ビル4F

設立
1973年10月29日

資本金
4億5,599万円

従業員数
連結117名、単体103名
（正社員のみ）

役員
代表取締役社長 垣内　康晴
取締役 堀田　欣弘
取締役 木幡　仁一
常勤監査役 杉本　雄二
社外監査役 清水　久員
社外監査役 重泉　良徳

事業拠点
神田、沼津、三島、静岡、浜松、名古屋

IR窓口
経営企画部
TEL：03-3254-2503
E-MAIL：ir@atimes.co.jp

グループ企業
株式会社リンク フリーペーパー取次事業

主な事業内容
無料求人情報誌
『DOMO（ドーモ）』の編集・発行

求人情報サイト
『DOMO NET（ドーモネット）』の運営
（http://domonet.jp/）

1～4,999
17.2%

5,000～9,999
5.9%

10,000～49,999
16.4%

50,000～
60.5%

（注）自社名義株式（275株）については「個人・その他」に含めております。

所有株数別
分布状況

33,637,249株

金融機関
2.9%

証券会社
3.6%

事業会社・ 
その他法人
6.9%

外国法人等
0.4%

個人・その他
86.2%

所有者別
分布状況

33,637,249株

発行可能株式総数 136,700,000株
発行済株式総数 33,637,249株
株主数 8,534名



事業年度 毎年3月1日から翌年2月末日まで

定時株主総会 毎年5月中

期末配当基準日 2月末日

1単元の株式数 100株

株主名簿管理人 〒105-8574　東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社

郵便物送付先
（電話照会先）

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
TEL：0120-78-2031（フリーダイヤル）

取次事務は中央三井信託銀行株式会社の全国各支店ならびに日本証券
代行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。

公告方法 電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
行うことができない場合の公告は、日本経済新聞に掲載いたします。
電子公告先：当社ホームページ（http://www.atimes.co.jp）

●住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先
について

 株主さまの口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設さ
れました株主さまは、特別口座の口座管理機関であ
る中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

●未払配当金の支払いについて
 株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社
にお申出ください。

株主メモ

ホームページ及びメールマガジンのご案内
アルバイトタイムスは、プレスリリースや決算発表資料などを公表後すみやか
に自社ホームページに掲載しています。
　また、プレスリリースや決算発表資料などIR情報、ホームページの更新情
報をお知らせするメールマガジンを配信しています。
　メールアドレスのみで登録できますので、ぜひこちらも併せてご利用くだ
さい。
（ホームページ及びメールマガジンは携帯電話からはご利用いただけません。ご了承ください。）

〒101-0041　東京都千代田区神田須田町1-24　アイセ神田ビル4F　TEL：03-3254-2501

http://www.atimes.co.jp

IRインフォメーション


